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★：転入者

定期報告書の提出をお願いします！定期報告書の提出をお願いします！

まだ出していない方へ

提出期限は4月15日となっております
まだ提出していない方は、お手数ですが必要事項を記入のう
え、添付書類とともに東部家畜保健衛生所までご提出をよろし
くお願いいたします。

報告書を紛失された場合や、ご不明な点がある場合は当所
までご連絡ください。

所長 藤野 晴彦
次長 古屋 聡子

主幹 平畠 淳
塚原 涼子 綿村 崇宏
進藤 彰 中橋 冬陽
志賀 彩加

課長 片山 雅一
岡本 幸恵（庶務） 佐多 美香
菅 賢明 佐々田由美子
醍醐 由香里 蒲生 汐理

防疫課 衛生指導課

令和５年度定期検査を行う地域は、
芝山町、匝瑳市、睦沢町、大網白里市、横芝光町です。

実施検査：ヨーネ病 実施時期：決まり次第お知らせします。

～令和５年度新体制のお知らせ～



平素より当所の業務推進に御理解御協力をいただき、心よりお礼申し上げま

す。このたび江森所長の後任として東部家畜保健衛生所長に着任しました藤野
です。引き続きよろしくお願いいたします。
今季の高病原性鳥インフルエンザの発生ですが、県内で６事例の発生の内、
当初管内では５事例と集中しており、殺処分数も約６３万羽と被害が甚大なも
のとなりました。国内でも今季の発生件数及び殺処分羽数は過去最大であり、
現在でも北日本での発生が相次いでいることから、県内でもいまだ気の抜けな
い状況となっております。
このウイルスは世界中で猛威を振るっており、来季も本病が国内で流行する
のは確実と思われます。家きん飼養者の皆様には、改めて飼養衛生管理基準の
遵守徹底と万が一の発生に備えた埋却地の確保をお願いします。
豚熱についてですが、昨年の養豚場等での発生は群馬県、栃木県、茨城県、
東京都と関東のみで確認されており、発生の中心が関東地方に移っている状況
です。
今年度より、家畜防疫員と知事認定獣医師以外に登録飼養衛生管理者による
ワクチン接種が可能となります。知事認定獣医師及び登録飼養衛生管理者によ
るワクチン接種制度を活用することで、よりきめ細かいワクチン接種が可能に
なると考えております。
豚飼養者の皆様には、知事認定獣医師及び登録飼養衛生管理者によるワクチ
ン接種制度の積極的な活用をお願いするとともに、飼養衛生管理基準の遵守徹
底及び万が一の発生に備えた埋却地の確保を重ねてお願いします。
牛について、今年度は芝山町、匝瑳市、睦沢町、大網白里市、横芝光町の
ヨーネ病定期検査を実施します。また、引き続き慢性疾病低減のためのBVD、
EBL、死亡牛のBSE検査を家畜診療所等の御協力のもと実施していきます。伝
染病発生時の防疫措置や豚熱対応強化のため、関係者の皆様に御不便をおかけ
することがございますが、御理解御協力のほどよろしくお願いします。
また、家畜伝染病の発生予防を目的に、飼養衛生管理基準の遵守状況等の把
握のため、電話連絡や農場訪問をさせていただくことがあります。御多忙とは
存じますが、何卒御協力をお願いします。
当所が所管する県東部地域は、県内で最も畜産の盛んな地域であり、日本有
数の畜産密集地帯でもあります。家畜衛生分野に山積する課題について、生産
者の皆様とともに取り組む所存でございますので、どうぞよろしくお願いいた
します。

東部家畜保健衛生所長 藤野 晴彦

牛の健康状態には常に注意し、疑わしい症状があればすぐ獣医師や家畜保健衛生
所に連絡を！

東部家畜保健衛生所 Tel.0475-52-4101    
Fax.0475-52-3335

※夜間・休日は転送されますので、必ず５回以上コールしてください

～新年度あいさつ～


